
戸田市立戸田第二小学校 

１月２４日～３０日は「全国学校給食週間」です。 

 学校給食のはじまりは、明治 22年（1889）年です。 

山形県の大督寺の中にあった小学校で、昼食を無償で提供した 

ことが始まりといわれています。その後、全国へと広がりまし 

たが、戦争による食料不足などの影響により、中断していまし 

た。戦争が終わっても食料不足は続き、子供たちの栄養状態が 

心配されたことから、再開を求める声が広まり、アメリカの 

LARA（アジア救援公認団体）から贈られた食材を使って、 

昭和２２年（1947）年に給食が再開しました。 

みなさんが毎日、安全でおいしい給食を食べられるのは、生産者や配送業の方々、作っ

てくれる調理員さんなど多くの方々のおかげです。給食にだずさわってくださるみなさん

に、「ありがとう」の気持ちを伝えることができるといいですね！ 

１１月の食育活動の一コマ 「わくわくモーモースクール」
 １１月２９日に「わくわくモーモースクール」を実施しました。当日は牛が４頭（母牛

２頭、子牛２頭）、戸二小にやってきて、校庭が牧場になりました。 

  私たちが日々、口にしている食物にも「いのち」があります。私たち人間は「いのち」

をいただくことで、自分たちの「いのち」をつなげていることを忘れないでほしいです。 

☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★ 戸二っ子の感想 ★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆

・牛乳は子牛のために作られていて、それを私たちは分けてもら

っていることが分かりました。（４年生）

・牛の乳はすごく温かったです。乳を出せなくなった牛は食用に

するために、トラックで運ばれます。トラックに乗せる時は牛も

酪農家の気持ちを悟って大きな目から涙を流すことに驚きました。

牛に関わる人たち、生まれてきた大切なお肉、大切な命に感謝

をしていただきたいと思いました。（５年生）
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